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発行:調布九条の会「憲法ひろば」


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　集会は「平和を実現するキリスト者ネット」の糸井玲子さん（憲法改悪阻止各界連絡会議、許すな！憲法改悪・市民連絡会など実行委員会事務局八団体を代表してあいさつ）の震災死者への「沈黙の時を！」のよびかけで始まった。「東日本大震災被災者に心を寄せ」と集会名に添えた集会は、憲法を「暮らし」や「復興」にどう生かすかを改めて深めるものとなった。


三・一一以前と以後


　広島から福島へ


　をどう伝えるか


　最初のスピーチは三宅晶子さん（千葉大教授、右上写真）。憲法二五条の条文から「被災者を生きさせる」重要性を語り、二六条の教育を受ける権利、二七条の労働の権利にも言及。広島・長崎の原爆被爆から始まった戦後日本の復興は、高度成長のエネルギー源を、政官財一体で原子力発電にもとめ、地震・津波大国日本を、最終処分法が未完成の原発が五四基も並ぶ世界第三位の原発大国にしたと語った。一方、核兵器の悲惨さを訴え続けた広島・長崎は、世界各地に「広島通り」や「広島・長崎の記念碑」が置かれ反核・平和の象徴的な地名となっているが、いま新たに「福島」がそれに加わりつつあり、三月二十六日にドイツで開かれた四都市二五万人の集会は「福島は警告する」のスローガンを掲げ、独政府はこれを受けて原子炉全廃の早期実現方針を決定した。広島と福島（戦争で投下した原爆と戦後設置した原発）の歴史と社会構造を踏まえた思考と行動がいまこそ必要とのべた三宅さん。ナチズムを戦前の政治的全体主義とすれば、戦後は核兵器開発技術という全体主義が世界中に蔓延したと指摘し、現在および将来の生存権を守り抜くために、原発に依存した社会構造（核兵器と戦争を前提とした国際社会、地方を停滞させる新自由主義）を変えていく一歩を踏み出さなければならないとして、「そのために憲法九条と二五条を掲げパレードに参加する」と力強く結んだ。


地熱発電の技術


日本国内で使え


　次のスピーチは六八カ国を取材したジャーナリストの伊藤千尋さん（右下写真）。御殿場市で自衛隊が富士山をめがけて砲撃訓練をしていることについて「富士は泣いている」と述べ、富士山には「戦闘よりも銭湯が似合う」と笑いを誘いつつ、訪問したアイスランドに世界最大の野天風呂があった、それは地熱発電所をつくった産物として生まれた風呂で、技術は日本製だったと紹介。原発二〇基分の地熱発電能力と技術があるのに日本の地熱発電はわずか〇・二％」と話すと会場に驚きの声があがった。オーストリアは五千億円使って原発をつくったが国民投票で五〇・五％の反対があり、使わないことを憲法に書き込んだ。発電の四〇％を太陽光と風力のクリーンエネルギに転換したスペインのカナリア諸島には「広島・長崎広場」があり憲法九条の碑が建っている。軍隊を持たないことで有名なコスタリカは、近隣の三つの戦争を終結させ「周辺国に平和を輸出している」が、取材した普通の女子高生が「政府がしてきたことを誇りに思う」と答えた。次つぎと会場をうならせた伊藤さんは、最後に「行動する良心たれ」との金大中元韓国大統領の言葉を引き、「自覚した市民となって日本を変えよう」と結んだ。


被災者支援募金


は一二五万円に


　続いて、福島瑞穂社民党党首と志位和夫日本共産党委員長がスピーチ。福島さんは、大震災と原発事故という二つの災害で生存権が侵害されている今だからこそ「回復のための立法を」と、志位さんは、生活再建には公的支援が必要、その際「復興計画は住民合意」が必要、一番力になるのが日本国憲法、その力を引き出すのは国民のたたかい、と強調した。


　スピーチの間の時間に、二人組の「寿」が、軽妙な話術で聴衆を引き込み、「前を向いて歩こう」、「オリオン」を会場と合唱した。被災者支援の会場カンパは、一二五万円余に達した。（森川 橿弘・記）
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　実行委員会主催による「五・三憲法集会」に、会場の日比谷公会堂に二八〇〇人が参加。集会後は「憲法を生かした震災からの真の復興を」とアピールしながら銀座をパレードしました。調布からは二〇人弱が参加（左下写真）。今年も染地の森川さんにレポートしていただきました。　　（編集部）
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